













Estimation of the Duration of Technological Trade Contracts




Third Policy－Oriented Research Group
Jiro SHIBATA
Deputy Director－General
NationalInstitute of Science and Technology Policy
（NISTEP）



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 度 ． ． ． 1 97 4 19 751 97 6 19 7 7
輸 出 件 数 （総 合 ） 25 5 6 28 362 03 3 2 20 8 28 1 1 2 76 7 28 8 0
同 上 （新 規 ） 12 2 7 17 50 78 5 ．．●1 0 73 775 8 9 7
同 上 （継 続 ） 13 9 2 10 75 1 24 815 1 8 17 38 1 ，9 2 19 8 3
平 均　　 3　年 3 77 2 3 23 5 2 54 8 25 3 8 27 45
平 均　　 4　年 44 5 2 4 3 083 32 3 34 35
平 均　　 5　年 5 5 35 5 08 3 4 2 20
輸 入 件 数 （総 合 ） 4 4 4 5 5 9 8 3 5 5 1 3 5 8 3 06 7 6 6 6 0 5 （j5 6 5 9
同 上 （新 規 ） 8 4 5 1 2 0 7 ．　一 ：． 7 9 6 ． ．；
同 上 （継 続 ） 3 5 0 1 4 7 7 5 一　 ．： 4 9 6 7 5 9 7 0 5 4 1 8 5 9 7 4
平 均　　 6　年 5 2 8 8 5 1 2 8
平 均　　 7　年 5 9 7 3
平 均　　 8　年
19 78 1 9 79 1 98 0 1 98 1 19 8 2 1 9 83 19 84 1 98 5 19 8 6
315 7 3 5 57 4 10 34 87 7 47 38 6 40 3 5 4 2 65 88 5 54 6 9
10 63 1 0 87 1 23 7 2 01 7 19 70 2 49 4 18 24 2 09 9 17 30
20 94 2 5 80 2 86 528 50 27 58 3 90 9 36 023 78 6 3 7 39
273 5 3 0 47 3 38 7 43 415 2 24 6 48 1 ・　：： 64 1 7 ．
38 08 3 8 22 4 28 4 54 04 6 3 11 7 71 8 8 3 05 83 8 7 8 14 7
4 4 98 4 8 95 5 05 963 01 7 3 74 8 80 5 9 5 421 0 0 4 10 1 17
65 73 7 0 12 7 24 8 72 076 9 35 ・7 83 9 7 3 16 7 67 9 7 4 94
9 36 1 0 20 91 9 8 44 9 29 1 07 3 9 82 1 24 5 1 14 1
5 5 37 5 9 92 6 32 953 63 6 0 07 6 76 6 6 3 34 64 34 6 35 3
485 7 一　． 4 98 8 ●　． 5 3 33 5 72 1 5 7 67 59 9 2 5 2 14
60 64 5 8 77 5 85 1 58 32 5 9 65 6 40 5 6 7 03 70 1 2 7 1 33
69 09 7 0 84 6 79 6 66 95 57 61 7 03 8 7 3 88 79 4 8 8 15 3
1 987 19 8 8 1 9 89 1 99 01 99 1 19 92 1 99 3
5 955 63 5 2 7 55 9 7 16 3：●・ 82 01 8 33 8
1 555 18 5 0 2 0 86 1 57 0 20 6 619 83 1 89 6
4 300 4 5 0 2 5 4 73 55 9 3 59 9 7 5 2 186 44 2
54 84 5 2 35 ． 55 0 5 57 2 2 5 6 195 94 5
7 308 7 3 34 7 32 17 5 1 75 72 7 7 0575 15
9 802 9 1 5 8 11 24 4 8 89 192 27 9 55 5 96 0 1
7 3 7 3 ：　　 ． ●． ：　 一． 7 4 0 9 8 1 2 6 7 7 2 4
8 1 3 1 3 8 2 1 0 5 59 5 5 9 2 4 1 1 2 5 9 9 7
6 5 6 0 6 9 7 4 6 0 5 3 7 2 9 3 6 4 8 57 0 0 1 6 7 2 7
．　 ： ．　．　　　　． 5 5 1 9 ．　 ． ． 6 2 5 5 6 4 4 0
7 0 2 7 7 5 5 5 7 5 9 2 7 5 7 57 5 1 7 7 3 9 7 7 2 5 3





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全地域 アジア 西アジア　　北米 南米　　　ヨーロッパ
業種
01全産業 9．3
9．6（～79）
7．6（80－5）
10．2（86～）
04建設業　　2．8
10化学
19鉄鋼
22機械
13．9（～79）
11．9（80－4）
23．6（85～）
4．7
5．1（～80）
3．9（8ト6）
4．7（87～）
4．0（～83）
10．5（84～）
23電気機械　24．1
26．6（～80）
21．0（81～）
27自動車　　　42．5
??????????????
6．9　　　　　12．7
7．9（～77）13．3（～80）
4．2（78－87）10．5（81－6）
8．8（88～）13．8（87～）
2．6
18．2
11．7（80－5）　－
17．2（86～）　－
4．8
5．0（～81）　－
4．3（8ト9）　－
5．0（89～）　－
3．2（～84）　－
10．9（85～）　－
23．9
27．5（～80）　－
19．8（81～）　－
43．3
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2．5
12．7（～85）
19．9（86～）
3．8
3．8（～81）
3．1（82－6）
4．2（87～）
3．5（～77）
12．2（78～）
24．5
27．5（～82）
20．5（83～）
41．4
9．2（～86）　9．3（～85）
21．7（87～）13．6（86～）
2．2　　　　　　3．6
3．4（～87）
4．1（88～）
13．8（～85）
21．8（86～）
4．8　　　　　　4．5
5．2（～81）　4．9（～81）
3．8（82－7）　3．9（82－6）
4．9（88～）　4．4（87～）
9．3
25．4　　　　18．1
28．0（～79）
23．8（80～）
44．8　　　　40．0
業種別に特徴をみると、建設、鉄鋼などもともと契約期間の短い業種や、機械
工業などに関しては地域による契約期間の違いは殆ど無い。その他の業種につい
ては大なり小なり地域による違いが見られた。
化学工業では、全体としては契約期間が長くなる傾向を示すが、地域別に見る
とアジア地域では1980～1985年度の期間は比較的短く、この期間を除いた前後の
期間は契約期間に大差が見られないのに対して、北米及びヨーロッパ地域では、
1985年度を境に近年契約期間がかなり長くなっている傾向が伺われる。
電気機械工業では、ヨーロッパ以外の地域では、当初長かったと見られる契約
期間は短くなる傾向であるのに対して、ヨーロッパ地域では当初からほとんど変
化せず、どちらかと云うと他の地域に比べて若干短めで推移していると推定され
る。
自動車工業では、地域による著しい違いは見られないが、減衰率の極めて小さ
いモデルでないと実績値に近い値を与えず、推定契約期間が異常に長くなる。表
3の半減寿命は北米地域で8年以上であったが、指数関数的減衰モデルによる値
はその2倍をはるかに超え、先の簡便法による結果と一致しない。その理由の一
つは、自動車工業の契約期間は長いと推定されることから、減衰率の極めて小さ
なモデルを適用したためと、もともと新規契約件数が異常に少ないことによる考
えられる。一方、実際の契約で40年を超えるのは少なく（希には期限を定めな
いという契約もある）非現実的であるとも思われ、新規契約件数を土台とした現
分析法の限界とも思われる。
以上、業種別にみた技術輸出の契約期間について、契約期間に相当する期間は
全体的に先の直線減衰モデルによる推定値より大きい場合が多いが、業種別、地
域別に技術輸出の契約期間について、相対的な比較を行うことができた。
2）地域別、産業別技術輸入の契約期間
技術輸入については、先に述べた様にアジア、西アジア、南米地域からの輸入
は殆ど無く、99％以上が北米及びヨーロッパからに限定されるので、この2地
域について契約期間を推定する。表8に地域別、業種別技術輸入契約の9割減衰
に至る期間を示す。
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表8　地域別、業種別技術輸入契約件数の9割減衰に至る期間（年）
地　域　別
全地域
業種
01全産業
04建設業
10化学
19鉄鋼
22機械
23電気機械
27自動車
（81～）17．3
（～84）10．3
（85－）　7．6
（81～）26．8
18．1
（83～）19．0
（85～）17．5
（79～）20．2
北米　　　　　ヨーロッパ
18．5　　　　　　　17．2
8．1　（～84）11．6
（85一一）　8．0
30．4
17．2
21．2
17．7
27．1
21．2
24．0
18．1
19．7
17．6
前述したように、自動車工業を除き全般的に技術輸入は表7に示した技術輸出
の場合に比べて契約期間が長く、特に、建設、鉄鋼、機械工業などは著しく長い。
これに対して、電気機械工業では、技術輸入の方がやや短く、自動車工業のみ逆
に技術輸出の約半分程度とかなり短くなっている。自動車工業については技術輸
出の方が非現実的であり、技術輸入についてはその他の産業と比べほぼ同程度の
契約期間を示していることから、こちらの方が妥当な数値といえる。地域別に見
た場合、北米からのものが、ヨーロッパからのものに比べて契約期間が若干長い
業種は、化学、自動車工業であり、ヨーロッパの方が長いのは、鉄鋼、電気機械
工業であり、2地域でほぼ同じなのは機械工業であった。化学工業が技術輸出・
入ともに長めであるのは、契約期間が長いと推定される医薬品工業を含んでいる
ためであり、医薬品を除いた一般の化学工業ではいずれもより短いと推測される。
最近の傾向として、技術輸出の契約期間は長日に、技術輸入の契約期間は短日
になってきており、両者の格差は縮まりつつあるが、やはり多くの業種で輸入技
術の方が輸出技術より長日となっている理由として、技術の内容の違い、即ち、
技術輸出ではシェアの大きなアジア向の輸出技術が、比較的寿命の短いノウハウ
主体であるのに対して、技術輸入の方は、どちらかというと基本特許など特許が
主体になっている場合が多いこと、また、技術輸出の大きな部分を占める対アジ
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ア地域については、輸出技術の主体がどちらかと云うとノウ・ハウであること、
また、各国の国内事情などから契約期間は短めにという国の方針にしたがって契
約が結ばれている場合が多いことなどの理由が上げられる。
以上、技術貿易の新規契約件数を基に契約期間の推定を試みた結果、業種や地
域別に技術貿易の契約期間を推定することができた。解析に当たり契約件数が多
い業種の場合は実績値と推計値が比較的良く合うが、産業別、地域別など契約件
数が少なくなると、実績値と比較的良く合うものと、合わないものが出てくる。
また、業種によって、統計開始後比較的初期の段階でデータが不足ないしは過剰
である場合や、総合、継続共に大きなピークが見られるにもかかわらず、これを
支えるべき新規契約件数が存在しないこと、継続件数が新規件数の著しい増加無
しに、ある年突然急激な増加を示すなど、現実には起こり得ない現象も見られ、
悉皆調査で無いという統計上の問題と考えられる結果となった。
技術輸出、技術輸入のいずれについても、指数関数的減衰モデルの適用により
実績値の推移を比較的良く表すことができたが、中には細かいところで合わない
ものもあった。しかし、これは統計上の不都合によるものもあり、新規契約件数
を基に計算する本方法の限界であると考えられる。しかしながら、これらの問題
があるとしても、本方法が技術輸出と技術輸入、各業種間、各地域間における契
約期間に関する相対的な傾向を見るのに有効であるのは、これまでの例に見た通
り明かである。
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6．まとめ
1）我国技術貿易の概略について、総務庁統計を概観すると、技術輸出額は1982
年度頃までは直線的に増加し、その後数年間の急激な増加を経て一旦減少、
1987年度以降再び増加に転じ、1993年度には4004億円になった。一方、技術
輸入額は1982年頃までは直線的に増加するが、1982～1985年度の間増加が鈍
った後、再び急激な増加の傾向を示すが、1993年度には一転減少し3630億円
になった。
技術輸出件数は当初数千件であったものが、年々増加し1993年度には8338
件に至った。これに対して技術輸入では、統計開始当初から5000件を超える
契約があり、これらは増減しながら徐々に増加し、1988年度に最大8356件に
至った以後は1年毎に増減を繰り返し、1993年度には7724件となった。
技術貿易収支は1984年度までは年々改善され、1984，1989年度にほぼ均衡に
至ったものの、1992年度までは終始入超状態が続き、技術輸入国であった。
しかし、1993年度になって技術輸入額の大幅減少により、統計開始後初めて
収支が1．00を超えた。
輸出・入技術の単価はいずれも年々増大し、1976年度までは輸入技術の単
価が輸出技術のそれを上回っていたが、それ以降は輸出技術の単価が輸入技
術の単価を上回って推移し、1987年度以降輸出・入単価比は1．00の前後で増
減を繰り返し推移している。
2）産業別技術輸出では、1970年代当初は化学工業、1970年代後半から1980年代
前半にかけては建設、鉄鋼が技術輸出の主流であり、1980年代後半以降電気、
自動車がシェアを伸ばし、これらに機械工業を加えた6業種で受取額全体の
約80％を占めた。一方、技術輸入では、機械、輸送用機械のシェアが比較的大
きく、化学、電気機械、建設、鉄鋼を合わせ6業種で支払額の約80％を占める。
1980年代に入ると建設、鉄鋼、機械、輸送用機械などのシェアが減少するが、
電気機械のシェアは一貫して増加し、1993年度には支払額全体の40％を超えた。
3）地域別技術貿易について、技術輸出の相手先はアジア、西アジア、北米、南
米およびヨーロッパ地域が主体であり、技術輸出額のシェアはアジア（～40
％）、北米（15～30％）、ヨーロッパ（30～15％）の順で、これら3地域で技術
輸出額全体の83％強を占める。残りがその他の地域向けである。
技術輸入の相手先は主に北米ならびにヨーロッパ地域であり、技術輸入額
のシェアは、北米（約70％）、ヨーロッパ（約30％）で、2地域の合計は99％強
で残りがその他の地域からであった。
4）地域別技術輸出額のシェアについて、アジア地域では1970年代前半の主役は
化学工業であったが、シェアは次第に減少し、1980年代前半は建設、1983～
1985年度には鉄鋼が、1980年代半ば以降は電気機械、自動車工業がシェアを
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伸ばし、1993年度にはこれら2業種で技術輸出全体の30％を占めた。
西アジア地域への川70年代の技術輸出の主役は化学工業であったが、急速
にシェアを減らし、代わりに建設業が著しくシェアを伸ばし、1980年度をピ
ークに中盤の大半を占めるが、1986年度以降はいずれの業種もシェアを減ら
し、最近は数％以下の水準で推移している。
北米地域については、建設、鉄鋼のシェアは小さく、化学が一貫して7～8
％を占めている。1970年代後半から電気機械、1980年代半ばから自動車工業が
シェアを伸ばし、最近では北米地域全体への輸出額の40％強を占めるに至った。
南米地域については、1970年代始めから1980年代前半にかけて、鉄鋼がシ
ェアの大部分を占めている。化学工業も1970年代中盤はそこそこのシェアを
示すが、1980年代後半には技術輸出は全般的に減少し、最近はいずれの業種
のシェアも減少、技術輸出全体の数％前後で推移している。
ヨーロッパ地域については、化学工業のシェアが最も大きく、1970年代当
初は全輸出額の半分以上を占めていたが、1980年代に入り電気機械、自動車
がシェアを伸ばし、最近ではこれら2業種で約半分強を占めるようになった。
5）地域別技術輸入額のシェアについて、北米地域からのものは全体の約70％前後
を占めていたが、6業種のシェアの合計は、全体の約40～50％でこれら業種以
外にかなりの額の技術輸入がある。特徴として、化学、電気機械の占める割
合が大きく、この両者で約半分以上を占めている。また、機械工業はそこそ
このシェアを示すが、建設、鉄鋼、自動車などのシェアは小さい。
6）簡便法を用いて技術貿易における新規契約件数から、契約期間の推定を試み、
産業別、地域別に技術輸出・人の契約期間を推定した結果、技術輸出と技術
輸入、産業別、地域別に契約期間が異なることが明らかになった。一般に、
技術輸出の契約期間は技術輸入に比べて短いものが多く、特に、建設、繊維、
鉄鋼、機械、精密機械などの業種の契約期間は短い。これに対して、化学、
医薬品、電気機械、自動車などの業種では技術輸出についても契約期間が長
く、輸出と輸入における契約期間の差が小さい。また、製造業は全産業とほ
とんど同様の傾向を示した。
7）指数関数減衰モデルの適用により技術貿易契約の半減期間ならびに9割減衰
期間を推定した。その結果、多くの業種について指数関数減衰モデルの適用
により契約期間を推定することが出来た。技術輸出では建設、鉄鋼、機械な
どの業種の契約期間は比較的短く、簡便法により求めた値に近いが、化学、
電気、自動車などの業種では簡便法による値より大幅に長くなっている。
一方、技術輸入の契約期間は、一般に技術輸出の場合より長く簡便法によ
る値より大きいものが多いが、最近の傾向として、技術輸出の契約期間は長
めに、技術輸入の契約期間は短めになりつつあり、両者の格差は縮まりつつ
ある。
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8）業種別では、建設、鉄鋼、機械などの業種で技術輸入の契約期間が長く、輸
出・入契約期間の差が大きい。これに対して、化学、電気機械などの業種で
は輸出・人の契約期間に大差がないこと、また、自動車工業では技術輸入の
契約期間の方が短いことがわかったn
9）地域別にみると、技術輸出で地域により契約期間が異なる業種は、化学工業
であり、アジア地域における契約期間が若干短い。その他の業種については
地域による契約期間の著しい違いは見られなかった。
一方、技術輸入では、北米地域とヨーロッパ地域で契約期間に違いが見ら
れる場合が多く、北米からの技術輸入契約の期間の方が長いものは、化学、
自動車などの業種であり、ヨーロッパからの方が長めのものは、鉄鋼業で、
その他の業種では契約期間はほぼ同程度であった。
参考文献
1．科学技術研究調査報告書　総務庁統計局　各年度版
2．国際収支統計　日本銀行　国際局
3．外国技術導入の動向分析　科学技術庁　科学技術政策研究所　調査研究資料
各年度版
4．日本の技術輸出の実態　山中隆史他　NISTEPP REPORT N0．36（1994）
5．数値シミュレーションによる技術貿易継続契約分の構造解析　柴田治呂
NISTEPP REPORT No．35（1994）
6．わが国の技術貿易統計　書見卓三　科学技術政策研究所調査研究資料－26（1993）
［付記］
本報告の作成にあたり、有益な助言を頂いた第3調査研究グループの木場上席
研究官、具、山中特別研究員、渡辺前特別研究員ならびに情報システム課の諸氏
に感謝致します。
－96－
付録資料
（図54－95：地域別、産業別技術輸出・入契約件数の解析結果）
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輸出件数（全産業）アジア地域
単位・千　　　　　　基本型乱丁軋　己の変動±腰
年度
一実績値（絵含）　＋推計値（絵含）
年度
一実績値（継続）　十推計値（継脹）…実績値（新規〕
図54　全産業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．79t）
年度　73，8　74～7　80，182～5　86，8，9　87　90　91，2
a O．90　0．65　　0．33　0．40　　0．83　0．72　0．75　0．68
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輸出件詰［〔全産業）西アジア地域
基布聖臥75t．己の変動±t的
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一実績値（絵含〕　＋推計値（絵含）
1973　1975　1訓7　1979　19811∈拾3　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継院）　＋推計値（継杭）…実績値（新規）
図55全産業（西アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．75t）
年度　73～5　76　77～87　88～92
a o．75　0．68　0．25　　0．95
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輸出件詰【（全産業）北米地域
基趣．随t．己の変動±l耽
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1973　1975　1m lm l9911983　1985　1∈拾7　19e9　19911993
年度
一実績値（桧告）　＋推計値（絃含）
1訂椅　1975　1977　1979　19911983　1985　1舘ア　1989　19911993
年度
一実績値（総統）　＋推計値（継続）…実績値（新規〕
図56　全産業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．85t）
年度　73，4，9　75～8，8081，3～6　82　87，8　89，90　91，2
a O．83　　0．68　　　0．45　0．54　0．80　0．73　　0．88
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輸出件数〔全産業）南米地域
基本型臥悶t，臥9飢　己の変動土1欧
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1973　19751gTT1979　198119831985　19871989　19911993
年度
一実績値（継臨）　十推計値（継続）…実績値（新規）
図57全産業（南米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．79㌦　0．90t）
年度73～576，8　77　7980，1，4，582，3　86　87，9188，9289，90
a O．79　0．72　0．65　0．56　0．68　　0．56　0．62　0．79　　0．90　0．95
b O．79t　←　　←　　←　　←　　　←　　←　0．90t　　←　　←
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輸出件虹（全産業）欧州地域
単位ヰ　　　　　基本型臥悶t・臥糾t aの変動±1匹；
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一実績値（継続〕　＋推計値（継院）…実績値（新規〕
図58　全産業（ヨーロッパ地域）の按術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．79t，0．84t）
年度　7374，5，876　78　79　81，4，582，386，7，90，288　89　91
a O．72　0．79　0．75　0．67　0．77　0．65　　0．54　　0．90　　0．84　0．70　0．88
b O．79t　←　　←　　←　　←　　←　　　←　　0．84t　　←　　←　　←
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年度
一実績値（総合）　＋推計値（絵含）
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規）
図59建設業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．45t）
年度　73，4　75～83，5，8，90～2　84，6，7，9
a O．41　　　　0．37　　　　　　　0．45
－103－
輸出件数（建設業）西アジア地域
基本型　臥45t，己の変動土l耽
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図60　建設業（西アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．45t）
年度　73，4，6，7，80，2～7　75，8，9，81，90，188，9，92
a O．34　　　　　　　　0．37　　　　　　0．41
－104胃
輸出件数寸廷設菓ブ北米地域
基本型．臥胝t，己の変動土1匹；
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1973197519771訂柑19811∈恰31辞519871辞919911∈沿3
年度
一実績値（絵含）　＋推計値（結合）
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規）
建設業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．45t）
年度　73，4，8，86，7，89～92　75～7，79～84，8
a O．37　　　　　　　　　　0．30
－105－
輸出件数（建設業）南米地域
墓碑　臥五七，己の変動±l欧
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図62　建設業（南米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．35t）
年度　73，4，7，92　75，6，78～83　84，9
a O．39　　　　　0．32　　　0．35
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輸出件数（建設業）酬地域
基本型．臥5酌，己の変動±l耽
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年度
一実績値（練合）　＋推計値（絵含）
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）‥・実績値（新規）
建設業（ヨーロッパ地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．45t）
年度　73，4，6，83，4，6，7　75，80　77，8，9，81，5　88～92
a O．55　　　　　0．50　　　　0．45　　　　　0．88
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???… 輸．出件数（化掌工業）アジア地域基軸．軌．己の変動±1耽
1973　1975　1gTT　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（絵含）　＋推計値（絵含）
1m　1975　椚椚7　1979　19日1199319伍　1997　1999　19911993
年度
一宝績値（継院〕　＋推計値（継続）‥・実額値（新規）
図64　化学工業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰モデルの
適用結果　（基本型　0．88t）
年度　73，9　74～880，182　83～5　86，9，9087，8，91，21
a O．78　0．95　0．35　0．38　0．42　　0．88　　　　0．73
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年度
一実績値〔絵含）十推計値（総合）
年度
一実績値（継続）＋推計直（継続）…実績値（新規）
図65　化学工業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰モデルの
適用結果　（基本型　0．84t，0．89t）
年度　73～6　77～83　84，5　86，7　88，90，1，2　89
a O．85　　0．70　　0．84　0．89　　　0．95　　0．78
b O．84t　　　←　　　←　　0．89t　　　←　　　◆－
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輸出件数（化学工業）欧州地域
基本型臥伍t．臥9飢　己の変動±l欧
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一実績値（練合〕　十推計値（絵含）
1973　1975　1977　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継院）　＋推計値（継続）‥・実績値（新規）
図66化学工業（ヨーロッパ地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．85t，0・90t）
年度　73，79～8574，6～8　75　86，7．90，188，9　92
a o．85　　0．70　0．80　0・93　　0・90　0・77
b O．85t　　←　　←　　←　　0・90t　←
－110－
年度
一室練値（故告〕　＋推計値（絵含）
年度
一実績値（貼）　十推計値（継続）・‥実績値（新規）
図67　鉄鋼業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．62t）
年度　73～7，89，90，2　78，的　悶　80　8182，7　83，4，6　85，8
a O．70　　　　0．64　0．58　0．62　0．65　0．44　0．53　0．46
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輸出件数（鉄鋼業）北米地域
基本型．臥餌t，己の変動±l耽
1m　1975　1m lm　19911［拾3　1985　1∈拾7　1腑9　19911993
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一実績値（絵含）　十推計値（絵含）
1973　1975　1訂汀　191℃　19911993　1985　1987　1卸　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）‥・実績値（新規）
図68　鉄鋼業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．54t）
年度　73，4，6，775，8，9，8081　82　83，4，685　87，8，91，289，90
a O．50　　　0．61　0．57　0．37　0．34　0．41　0．74　　　0．61
－112－
輸出件数C鉄鋼業）南米地域
基本型　臥貯［，己の変動±l耽
ア匂
68
5日
48
38
28
1色
白
TB
68
58
48
3日
28
18
日
図69
1訂柑　1975　1訂汀　1979　19911993　19伍　1瑛汀　1989　19911∈沿3
年度
一実績値（絵含〕　＋推計値（絵含）
1973　1975　1977　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値H出品）…実績値（新規）
鉄鋼業（南米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．63t）
年度　73，7，8　74，5，9，80　76，8182，4～6　83　87　88，9　90，1，2
a O．63　　0．76　　　0．69　　0．34　0．410．38　0．69　0．57
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輸出件数（銑嗣某）酬地域
基本型　臥6酌，己の変動±l耽
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一実績値（継続）　＋推計値（継院）・‥実績値（新規）
図70鉄鋼業（ヨーロッパ地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．50t）
年度　～80　8182，4　83　85，687，90，288，9　91
a O．73　0．610．40　0．48　0．44　0．59　　0．54　0．49
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輸出件数〔機械工業）アジア地域
基本型臥聞t．臥81，己の変動　±1欧
1973　1975　1訓7　1979　19811誹招　l辞5　1997　19蔓拍　19911993
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一実績値（総合）　＋推計値（総合）
1973　1975　1訂77　1979　19811∈拾3　1985　1∈唸7　1∈拾9　19911993
年度
胃実績値（継院）　＋推計値（継院）…実績値（新規〕
図71機械工業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．50t，0．81t）
年度　73，4，9　75，6，80，177，8　82～4　85，91，2　86，7，90　88，9
a O．50　　0．45　　　0．55　0．34　　0．74　　0．81　0．89
b O．45t　　←　　　　←　　←　　　←　　　0．80t　　←
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一絵含（実績値）＋推計値（絵含）
年度
一触院（実績値〕　＋推計値（継紘）
図72機械工業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．52㌦　0．84t）
年度　～7778～8482，3，5，684　87，9288　89，90
a O．95　0．84　　0，40　　0．48　0．92　0．84　0．76
b O．52t　←　　　←　　　←　0．84t　←　　←
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輸出件数（標械工業）敬州地域
基本型8J乱，己の変動±l欧
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図73機械工業（ヨーロッパ地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．78t）
年度　73，4，80，175～77，84～9278，9，8283＊　　＊特異点
a o．71　　　0．86　　　　0．78　0．17＊
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輸出件数（電気機械工業）アジア地域
基本型臥盟t，己の変動±l四；
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一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規）
図74　電気機械工業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．92t）
年度　73～9，8180　82～687，8，9，9290，1
a O．92　0．84　0．40　　0．58　　0．48
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輸出件数（完機械工業）北米地域
基栂臥詑t，己の変動±l耽
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19問　1975　1訂汀　1979　19911割　l鍾5　1駆ア　1989　19911993
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一実績値（継筋）　＋推計値（継続）…実績値（新規）
図75電気機械工業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．92t）
年度　73～7，8278，80，179　83～7，988，90，1，2
a O．95　　0．86　0．79　0．47　　　0．57
－119－
輸出件数（完機械工業）南米地域
基本型臥9訊，aの変動±l耽
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1973　1975　㍍椚7　1979　19911993　19伍　1辞ア　1989　19911993
年度
一実績値（絵告）　＋推計値（絵含）
1訂椅　1975　1訂汀　1979　19911993　1【拾5　1駆7　1辞9　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規〕
電気機械工業（南米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．92㌦　0．86t）
年度　73～980，2～481，9185～90，2
a O．95　0．69　　0．76　0．63
－120－
輸出件数（電完機械工業）欧州地域
基本型臥玲t，己の変動±1匹；
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一実績値（総合）　＋推計値（総合）
年度
一実績値（出品）＋推計値H腸石）‥・実績値（新規）
図77　電気機械工業（ヨーロッパ地域）の技術輸出件数に対する
最適減衰モデルの適用結果　（基本型　0．88t）
年度　73，9，80，9174～8，84，5，9081～3，6～9，92
a O．78　　　　　0．88　　　　　　　0．95
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輸出件数（自動車）アジア地域
基本型．臥巧t，　己の変動±1欧
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胃実績値（絵含）　＋推計値（絵含）
1973　1975　1977　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規）
図78自動車工業（アジア地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．95t）
年度　73～84，8，9，90　85＊　86，7，91，2　＊特異点
a O．95　　　0．20＊　　0．78
ー122－
年度
一実績値（練合）＋推計値（練合）
年度
一室横値（継院）＋推計値（継紘）‥・実績値（新規〕
図79　自動車工業（北米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．95t）
年度　73～82　83，5　84　86　87～92
a O．70　　0．78　0．86　0．710．95
－123－
輸出件数（自動車工業）甫米地域
基本型　臥駈t，a町変動±1匹；
1973　1975　1977　1979　19811993　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（絵告）　＋推計値（絵含）
1m　1975　1訂汀　1979　19811辞3　1985　1987　1駆9　19911993
年度
一案積憤（継縞〕　＋推計値（継続）…実績値（新規）
図80　自動車工業（南米地域）の技術輸出件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．95t）
年度　73～83，5～92　84
a O．95　　　0．86
－124－
輸出件数〔自動車工業）脚1地域
基本型　臥巧も　己の変動±l欧
??
??
???????????????? ? ?
?????????????????????
1m　1975　1訂汀　1979　19811≦拾3　1995　1987　19∈沿　19911993
年度
一実績値（絵告）　＋推計値（総合）
1973　1975　1訂汀　1g79　19911983　1985　1987　1［拾9　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規〕
図81　自動車工業（ヨーロッパ地域）の技術輸出件数に対する最適
減衰モデルの適用結果　（基本型　0．95t）
年度1973，4，5，8476～80，3，581，2，6，788～92
a O．71　　　　0．65　　　　0．78　　0．86
－125－
年度
一実績値（捻含）　＋推計値（絵含）
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規〕
図82　全産業（北米地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．89t）
年度　73～576～8，83，479　80，281，5，7，9186　88～90，2
a O．89　　　0．95　　0．90　0．86　　0．78　　0．71　0．65
b O．88t　　　←　　　←　　　　←　　　←　　　←　　　←
＊6年間減衰無し、以後0．89tで減衰
－126－
輸入件数〔全産業）欧州地域
単位ヰ　　　　　　基本型臥軌己の変動±l欧
年度
一実額値（絵含）　＋推計値（総合）
図83
年度
一実績値（継続〕　＋推計値（継院）…実績値（新規）
全産業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．88t）
年度　73～6，9，80　77，881，2　83　84，5　86～9192
a O．88　　　0．73　0．66　0．60　0．55　0．95　0．80
＊6年間減衰無し、以後0．88tで減衰
－127－
輸入件数（建設業）北米地域
基本型．臥叩t，臥概，己の変動±1欧
1973　1975　19TT　19T9　19811993　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（絵含）　＋推計値（論告）
1973　1975　1977　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継続〕　＋推計値（継続）　…実績値（新規）
図84　建設業（北米地域）の技術輸入件数に対する最適減衰モデル
の適用結果　（基本型　0．77t，0．72t）
年度　73～576～8081～485～789～92
a o．77　0．70　0．85　0．79　0．65
b O．77t　←　　　←　　0．72t　←
ー128－
年度
一実績値（縁台）　十推計値（総合）
年度
一実績値（継続）十推計値（継続）…実績値（新規〕
図85　建設業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．82t，0．72t）
年度　73～8384　85＊86，7，9188，990，2　　　＊特異点
a O．82　0．75　0．20＊　0．72　　0．79　0．65
b O．82t　←　0．60t　←　　　←　　←
－129－
輸入件数（化学工業）北米地域
基本型　臥9乱，己の変動±l欧
1973　1975　1訂汀　1979　19811993　1［拾5　1997　1989　19911993
年度
一実績値（絵含）　＋推計値（総合）
1973　1975　1977　1979　19811983　19e5　1997　1989　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）‥・実績値（新規〕
図86　化学工業（北米地域）の技術輸入件数に対する最適減衰モデル
の適用結果、（基本型　0．93t）
年度　73～80，5，7，9～92　81～4，6．8
a O．93　　　　　0．77
ー130－
輸入件数（化芋工業）剛小l地域
基本型　臥9配，己の変動±l四；
1973　1975　1977　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（絵含〕　十推計値（総合）
1973　1975　1m　19閤　19811993　19e5　1［拾T l［拾9　19911993
年度
一実績値（継続〕　＋推計値（継続）…実績値（新規〕
図87化学工業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．92t）
年度　73～80　81，6，8　82～5，92　89～9186，90，192
a O．92　　0．86　　0．79　　0．95　　0．95　0．20
－131一
輸入件数1鉄鋼業）北米地域
基本型　臥斡t，己の変動±l耽
1973　1975　1訂汀　1979　19911993　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（は含〕　＋推計値（絵含）
1973　1975　1977　1979　198119幻　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継絵〕　＋推計値（継続）…実績値（新規）
図88鉄鋼業（北米地域）の技術輸入件酎；対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0・88つ
年度　73～8081～788～92
a o．88　0．73　0．88
ー132－
輸入件数〔鉄鋼業）欧州
基本型．臥91t，古の変動±柑宣
1973　1975　1977　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（総合〕　十推計値（総合）
1973　1975　1訂汀　1979　19811993　1985　1997　1989　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）…実績値（新規〕
図89鉄鋼業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適
減衰モデルの適用結果　（基本型　0．91t）
年度　73～80，2，5～7，908183，4，8，91，289
a o．91　　　0．95　0．79　　0．86
ー133－
輸入件虹（機械工業〕北米地域
基本型　臥9軋己の変動±l欧
1973　1975　1訓7　1979　19811983　1〔姶5　1誹｝7　1［拾9　19911∈沿3
年度
一実績値（桧含）　＋推計値（絵含）
1973　1975　1977　1979　19811辞3　1985　1997　1989　19911993
年度
一実績値（継院）　＋推計値（継続）…実植値（新規〕
図90機械工業（jヒ米地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．90t）
年度　73～87，9088，91，289
a O．90　　　0．74　0．82
＊8年間減衰無し、以後0．90tで減衰
ー134一
輸出件数（機械工業）欧州地域
基本型　臥従托，日の変動±1欧
1973　1975　1訂汀　1979　19911騎3　1995　1987　19e9　19911993
年度
一線含（実績値）　十推計値（絃含）
19T3　1975　1gTT　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一継続（完績値〕　十推計値（継踪）‥・実績値（新規）
図91機械工業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適
減衰モデルの適用結果　（基本型　0．89t）
年度　73　74～8081～384～990，192
a O．89　0．95　0．89　0．62　0．68　0．74
＊8年間減衰無し、以後0．89tで減衰
ー135－
輸入件数（電気機械工業）北米地域
単位・千　　　　　　基本型臥9臥aの変動±腰
1973　1975　1訂汀　1979　19811田3　1985　1987　1［拾9　19911（治3
年度
一実績値（捻含）　＋推計値（総合）
単位・千
1973　1訂75　1訂77　1979　19引　1g幻　l瓢　1987　1［拾9　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値‖魁売）…実績値（新規）
図92電気機械工業（北米地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．90t）
年度　73～8485～7，92　88＊　89～91
a O．95　　　0．70　　0．10＊　0．58
＊＊9年間減衰無し、以後0．90tで減衰
ー136－
＊特異点
輸入件数（電気機械工業）欧州地域
基本型　臥約t，己の変動±l欧
1973　1975　1訂汀　1979　19311993　1995　1987　1989　19911993
年度
一実績値（絵含）　＋推計値（絵含）
1973　1975　1977　1979　19911993　1985　1987　19e9　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継院）‥・実績値（新規）
図93電気機械工業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適
減衰モデルの適用結果　（基本型　0．89t）
年度　73～5，90，276～84，6～885　89，91
a O．86　　　　　0．95　　0．89　0．79
＊～1972年度まで5年間減衰無し、以後0．89tで減衰
－137－
輸入件数（自配車工業）北米地域
基本型　臥記t，日の変動±l四；
1973　1975　1訓7　1979　19811983　1985　1987　1989　19911993
年度
一室績値（絵含）　＋推計値（総合）
1973　1975　1977　1979　19911983　1985　1987　1989　19911993
年度
一実績値（継院）　＋推計値（継続）‥・実績値（新規）
図94自動車工業（北米地域）の技術輸入件数に対する最適減衰
モデルの適用結果　（基本型　0．92t）
年度　73～8，80～2，90，17983～6，8，9，92
a o．92　　　0．83　　0．95
－138胃
輸入件詰【（自動車工業）欧州地域
基本型　臥出t，己の変動±l四；
1973　1975　1977　1979　19811割　19伍　1997　1999　19911∈鳴3
年度
一実績値（絵含〕　＋推計値（絵含）
1訂椅　1975　1訂汀　1979　19811993　1985　1錯T　1999　19911993
年度
一実績値（継続）　＋推計値（継続）・‥実績値（新規）
図95自動車工業（ヨーロッパ地域）の技術輸入件数に対する最適
減衰モデルの適用結果　（基本型　0．88t）
年度　73～5，876，7，89，91，279～85，7，8，90
a O．88　　　　0．95　　　　　　0．79
－139－
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